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調 査 名   

事 業 ・ 工 事 名  東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事(津市地区)

ボ ー リ ン グ 名 孔 1  ( 2 0 0 . 5 ～ 6 0 0 . 5 m ) 調 査 位 置 三 重 県 津 市 安 濃 町 野 口 字 稲 子 7 9 3 - 2 9 3 北 緯 3 4 ﾟ  4 7 '  1 3 . 2 2 "

東 経 1 3 6 ﾟ  2 4 '  0 6 . 6 6 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 　 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調 査 期 間 平 成  2 1 年  4 月  1 5 日  ～  2 2 年  3 月  1 0 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 日 さ く

電話 ( 0 5 2 － 4 3 2 － 0 2 1 1 )
主 任 技 師 伊 藤 　 健 二

現 場
代 理 人

伊 藤 　 勉
コ ア
鑑 定 者

西 脇 　 仁
ボーリング
責 任 者

千 葉 　 行 夫

孔 口 標 高 163.12m
角

度
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0ﾟ 

90ﾟ 
上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 T S L - H D

エ ン ジ ン エ ン ジ ン 7 0 K w ポ ン プ総 掘 進 長 600.50m
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-39.03

-39.68

-40.28
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-43.33
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深

度

(m)

200.90

202.15
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203.40

203.85

206.45

209.00
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210.80

215.90
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220.30

224.80

227.00
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色
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目
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状

態

風

化

変

質

記

事

棒状コア。弱い面構造が認められる。
粗粒花
崗閃緑
岩

白 B II b β

棒状コア。粒径は1mm程度で面構造は認めら

れない。

淡青
～黒
灰

B II b β

棒状～片状コア。割れ目を中心にやや軟質

になる。

淡青
緑～
黒

C III c γ

不規則に石英脈が入る。
淡青
～黒
灰

B II b β

角礫状コア。岩片は径2～8cm程度。
淡青
～褐
灰

C IV c γ

石
英
閃
緑
岩

淡
青～

黒
灰

B II b β

棒状コア、硬質。割れ目沿いでは、薄肌色

に変色。

白～

淡
青

B I b β

棒状コア。割れ目では粘土化が認められる。
肌白
～淡
青緑

C II c γ

片状コア、一部角礫状。破砕面に沿った粘

土化が著しく、コア全体に軟質。

肌白
～茶
褐

D IV d δ

棒状コア、硬質。割れ目沿いで一部緑色に

変色。

214～215mでは高角度の割れ目が多い。

B b β

棒状コア、非常に硬質。コアの連続性も良

く、変質は少ない。
A a α

棒状コア、硬質。上部より、割れ目周辺の

変質がやや強くなる。

219.55mで幅2cm程度で50°傾斜の破砕帯。

角礫状で、基質部も固結している。

II

b β

棒状コア、硬質。コアの連続性も良く割れ

目は少ない。
I a α

棒状コア。割れ目沿いの有色鉱物に緑泥石

化が認められるものの、変質は少ない。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

B

II b β

石英の含有量が多く、有色鉱物は少ない。

中
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-63.88

-65.78
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-75.58

-77.68

-80.43

-81.43

-83.28

-84.08

-85.68

-87.78

-92.48

-94.68

-96.78

-98.13

-98.58

-100.68

-102.88

-104.23

227.00

228.90

233.45

233.90

238.70

240.80

243.55

244.55

246.40

247.20

248.80

250.90

255.60

257.80

259.90

261.25

261.70

263.80

266.00

267.35

Gr

GD

Gr

GD

QD

GD

Gr

QD

Gr

GD

Gn

GD

石英の含有量が多く、有色鉱物は少ない。

無数の小さい割れ目があり、コアの連続性

はあまり良くない。

中
粒
花
崗
岩

白～

淡
肌

B III c β

棒状コア。一部珪質な個所があり、中粒花

崗岩に近い岩相を示す。

白～

淡
青

II

一部角礫状に破砕。破砕面はやや酸化して

いる。
白 III

棒状コア。割れ目は水平のものが多い。

237.85mでは、2cmの破砕帯。緑色に変色。
238.10mでは、10cm程度角礫状になる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

B

II

b β

角礫状コア、コアの外周をなしていない。

細粒で珪質。一部片状。

中
粒
花
崗
岩

白～

淡
灰

C IV c γ

棒状コア。微細割れ目が見られ、ごく弱い

変質を受けている。

白～

淡
肌

B II b β

片状～角礫状コア。縦方向と水平方向の亀

裂により、角礫状になる。

白～

肌
C IV c γ

棒状コア。高角度の割れ目が多い。

白～

淡
青

B II b β

高角度の割れ目が多く、割れ目周辺では粘

土化している。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白 C III c γ

細粒で優黒質。2mm程度の石英を含み、花崗

閃緑岩などを包有する。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

B II b β

棒状コア。微細割れ目が多く、コア表面は

弱いマサ化している。
C c γ

コアの連続性も良く、硬質。割れ目沿いの

変質も少ない。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白

B

II

b β

棒状コア。粒径は最大2mm程度の優白質花崗

岩。高角度の割れ目が多い。

中
粒
花
崗
岩

白 B II b β

優黒質で2mm程度の角閃石を特徴的に含む。

花崗岩質の脈や包有物を含んでいる。

石
英
閃
緑
岩

淡
灰～

灰
黒

B II b β

微細割れ目が多く、軟質。局所的に角礫状

になり、コアの外周をなしていない。
中粒花
崗岩

白～

淡
灰

C III c γ

割れ目に沿って粘土化が著しく、角礫状に

破砕している。
白～
黄土

D V c γ

棒状コア、硬質。局所的に酸化している。II

棒状～片状コア。高角度の割れ目が入り、

コアの連続性が悪くなる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
灰

B

III

b β

網目状に微細割れ目が入り、軟質になる。

花崗岩類と複雑に交じり合った個所もある。
泥質片
麻岩

黒～

肌
C III c γ

全体的に酸化の影響があり、部分的にマサ

化や優白質になる。

粗
粒
花
崗
閃

白 B III b γ
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全体的に酸化の影響があり、部分的にマサ

化や優白質になる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白 B III b γ

割れ目を中心に風化しており、コア表面は

ザラザラしている。
泥質片
麻岩

黒 C III c γ

棒状コア、比較的硬質。高角度の割れ目が

多い。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡
灰

B II b β

中粒で優黒質。面構造が30°傾斜で強い。

割れ目でわずかに粘土化している。
B II b β

コアの連続性が良く、非常に硬質。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

A I a α

片状コア。縦方向の割れ目が入り、コアの

連続性が悪い。一部角礫状。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡
肌

C III c γ

棒状～片状コア。優黒質部分と複雑に混じ

り合う様相を示す。
中粒花
崗岩

白～
淡青

B III b β

上部では、やや優黒質。局所的に角礫状。C III c γ

棒状コア。割れ目沿いの風化も少ない。珪

質脈が入る。
II a

片状コア。30～60°の割れ目が多い。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

B

III b

β

コアの連続性は良い。2mm程度の角閃石が特

徴的な閃緑岩、上部より遷移的に変化して

いる可能性が高い。

B I b β

割れ目多く片状コア。割れ目を中心にやや

軟質。
C III c γ

棒状コア。割れ目は高角度のものが多い。

角
閃
石
閃
緑
岩

暗
緑～

黒

B II b β

角閃石の含有量が減り、上部より遷移的に

変化している。
石英閃
緑岩

灰～
黒

C III c γ

やや礫質の片麻岩。コア表面は脆く、割れ

目では粘土状になる。
泥質片
麻岩

灰黒
～暗
緑

D III c δ

棒状コア、硬質。局所的に微細割れ目が多

く、変質。中粒花崗岩脈を含む。
B II b β

割れ目を中心に粘土化して脆い。C III c γ

棒状コア。微細割れ目が見られる。B II b β

微細割れ目を中心に、表面のマサ化が認め

られる。ハンマーで容易に砕ける。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
灰

D III c γ

40°程度の割れ目が多い。割れ目周辺では、

3cm程度粘土化しており、一部角礫状。
石英閃
緑岩

灰
黒

C III c γ

棒状コア。下部層との境界部ではやや珪質

になり、細粒化する。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡
灰

B II b β

珪質成分の多い片麻岩。片理面は褶曲構造

は少なく20～40°の傾斜。
C III

褶曲構造が見られる。高角度の割れ目が多

くなる。
B II

b β

縦方向と水平方向の割れ目により、片状～

角礫状コア。岩片はやや酸化。
C III c γ

棒状コア。片理面は水平に近い。微細割れ

目沿いはやや風化しているが、全体的に硬

質。

砂
質
片
麻
岩

淡
灰～

黒

B II b β

棒状コア。
粗粒花
崗閃緑
岩

白～
淡灰

B II b β

棒状コア、比較的硬質。やや珪質の片麻岩。

コア表面は新鮮。

308.70mでは、30cm程度角礫状になる。II砂
質
片
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B b β
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-173.03
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-176.48
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311.50

312.00

313.10

315.80

318.70

320.35

323.60

326.50

329.10

329.70

330.60

331.60

336.15

339.00

339.60

344.10

344.50

345.90

346.80

347.80

349.30

Gn

QD

Gn

QD

Gn

Gn

GD

308.70mでは、30cm程度角礫状になる。

310.50m～311.40mでは、より珪質となり、

微細褶曲も発達している。

II

1片が3～10cm程度の片状コア。割れ目は多

いが、岩片の変質は少ない。
III

棒状コア、比較的硬質。片理面は20°程度

の傾斜。微細褶曲はあまり認められない。

砂
質
片
麻
岩

灰～

黒
B

II

b β

中粒で局所的に優白質になり、中粒花崗岩

に近い岩相になる。上部層より遷移的に変

化。

II

1片が5～20cm程度の片状コア。表面に変質

はあまりなく硬質。優白質部分との互層に

近い様相を示す。

石
英
閃
緑
岩

淡
黒

B

III

b β

角礫状コア。一部で粘土化が著しい。D V δ

片状～角礫状コア。低角度の割れ目に沿っ

て角礫状になる。岩片は3cm以下で粘土化も

著しい。

C IV

c

γ

棒状コア、硬質。片理面は20°程度の傾斜

で褶曲構造はあまり認められない。
B II b β

1片5～15cm程度の棒状～片状コア。割れ目

が多く、やや軟質。

泥
質
片
麻
岩

灰～

黒

C III c γ

微細割れ目沿いでは、やや軟質。面構造は

ほぼ水平で無色鉱物がやや多い。
B III β

片状～角礫状コア。割れ目沿いではやや粘

土質。

石
英
閃
緑
岩

淡
黒

C IV

b

γ

1片3～20cm程度の棒状～片状コア。表面は

弱く酸化している。
C III c γ

コアの連続性は良く、硬質。微細割れ目の

ある個所ではわずかに酸化している。
I

上部より、微細割れ目が多くなり、コアの

連続性も悪くなる。

泥
質
片
麻
岩

灰
黒

B

II

b β

上部層から遷移的に変化。優白質層が厚く、

石英の含有量が多い。
B III b β

コアの外周をなしておらず、角礫状。粘土

化している個所も多い。

343.35m～30cm程度で粗粒花崗閃緑岩が入る。

343.70m～やや泥質になる。

珪
質
片
麻
岩

淡
白～

灰
黒

D V d α

角礫状コア。割れ目中心に風化している。D c γ

1片5～20cm程度の棒状コア。やや硬質にな

る。
B

III
b β

一部角礫状コア。コア表面はややマサ化し

ており、軟質。
D IV c γ

棒状コア。局所的にコア表面はザラザラし

ているものの、比較的硬質。
B III b β

割れ目周辺では風化が強くなり、軟質にな

る。
D IV

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

C III

c γ
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Gr
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C III

c γ

コア表面は酸化し、変色している。

中
粒
花
崗
岩

白～

淡
肌

C III c γ

割れ目周辺では、1片2～5cm程度で角礫状に

なる。
泥質片
麻岩

灰
黒

C IV c γ

棒状コア。比較的硬質。微細割れ目がやや

多い。
B III b

1片2～10cm程度の片状～角礫状コア。割れ

目沿いで酸化している。
C IV c

γ

棒状コア、硬質。石英脈や微細割れ目を多

く含む。
B b β

1片8～15cm程度の片状コア。割れ目が多く、

一部角礫化している。

石
英
閃
緑
岩

濃
青～

灰
黒

C

III

c γ

硬質の泥質片麻岩。褶曲構造はあまり認め

られず、片理面の傾斜は、20°程度。やや

軟質。

C III c

棒状コア、比較的硬質。微細割れ目周辺で

は、やや軟質になる。

泥
質
片
麻
岩

茶
黒～

灰
白 B II b

γ

網目状に微細割れ目が発達し、やや軟質。石英閃
緑岩

暗青
～灰
黒

C III c γ

硬質の片麻岩。片理面は水平に近い。泥質片
麻岩

茶黒
～灰
白

B II b β

珪質(石英質)成分と混じり合っている。10

cm程度の苦鉄質岩脈を含む。
石英閃
緑岩

暗青
～灰
黒

B III b β

微細割れ目が網目状に入り、表面はやや粘

土質となり軟質。

泥
質
片
麻
岩

茶
黒～

灰
白

D III c γ

368.3～368.8mでは、割れ目沿いに破砕が著

しく軟質。
上部を除き、棒状のコア。微細割れ目は少

なくなる。

中
粒
花
崗
岩

青
黒～

灰
黒

B III b β

細～中粒で優黒質。コアは硬質であるが、

割れ目沿いでは、コアの破砕が認められる。
石英閃
緑岩

灰黒
～茶
黒

B II b β

5～15cmの棒状コア。礫質で片理面はほぼ水

平。
泥質片
麻岩

灰黒
～茶
黒

C III c γ

割れ目多く、割れ目沿いでは、変質が認め

られ、一部マサ化している。374m以深では、

微細割れ目が多く、コア表面も弱いマサ化

が認められる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
肌

C III c γ

低角度の割れ目が多く、一部酸化している。

コア表面は比較的硬質。
石英閃
緑岩

灰黒
～青
黒

B III c γ

棒状コア。コアは硬質。割れ目沿いではや

や酸化している。

白～

淡
青

B II b β

割れ目が多く、コア表面もごく弱いマサ化

が認められる。片麻岩を包有している。
C III c

棒状コア。コアは酸化しており、局所的に

微細割れ目が入る。微細割れ目周辺では軟

質化している。

II b

γ

縦方向の割れ目が入り、コアは棒状～片状

になる。コア表面の風化は少ない。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
肌

B

III c β

棒状～片状コア。軟質であり、局所的に粘

土化している。花崗岩脈や片麻岩を含んで

いる。

石英閃
緑岩

黒～
淡黒 C III c γ

割れ目を中心に軟質化。ハンマーで簡単に

潰せる。
中粒花
崗岩

茶～
白 C III c γ

割れ目が多いが、コア全体に硬質。特徴的

に石英を含んでいる。

388.0mより細粒で無色鉱物が少なくなり、

斑れい岩に近い様相を呈す。ここでは、割

れ目多く、一部角礫状。

石
英
閃
緑
岩

黒～

青
黒

B III b β

1片5～20cmの片状～棒状コア。一部で角礫

状。
泥質片
麻岩

茶黒
～白

C III c γ

片状～角礫状コア。割れ目が多く粘土化し

ている箇所もあり。上部と下部では有色鉱

物が少なく 優白質

粗
粒
花
崗
閃

白～

茶
C IV c γ
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416.85
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419.75

424.00

425.25

426.85

429.60
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GD

QD

Gn

GD

Gn

QD

Gn

GD

QD

GD

QD

GD

QD

GD

片状～角礫状コア。割れ目が多く粘土化し

ている箇所もあり。上部と下部では有色鉱

物が少なく、優白質。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

茶
C IV c γ

3～20cmの棒状コア。石英脈や片麻岩を含ん

でいる。一部角礫状で。コア全体では風化

は少ない。

石
英
閃
緑
岩

青
黒～

黒

B III b β

コアの連続性は比較的良いが、一部でやや

軟質。片理面はほぼ水平。390.0～390.25m

では褐色で珪質脈が入る。

泥
質
片
麻
岩

黒～

茶
黒

B II b β

優白質で有色鉱物は少ない。割れ目沿いで

は、やや風化している。

粗粒花
崗閃緑
岩

青白
～肌

B II b β

砂質の片麻岩。硬質であり、割れ目付近で

も風化は少ない。

砂質泥
質片麻
岩

肌白～

灰黒
B II b β

非常に軟質で、一部では指で潰せるほど脆

い。
茶～
黄土

D IV d δ

微細割れ目が多く入り、割れ目沿いでは酸

化している。コア表面は硬質。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

B III c γ

砂質～泥質の片麻岩。高角度の割れ目が多

い。やや硬質。
白～
灰黒 B III b γ

片状～角礫状コア。礫質。全体的に軟質化

し、マサ化や局所的に粘土化。
白～
黄土

D IV d δ

砂質～礫混じり泥質の片麻岩。一部割れ目

に沿って粘土化が認められる。

砂
質
泥
質
片
麻
岩

灰
黒～

黄
白

C III c γ

棒状コア。割れ目沿いは肌色に変色。
粗粒花
崗閃緑
岩

白～

肌
C III c γ

棒状コア、硬質。石英脈が数本入る。

石
英
閃
緑
岩

青
黒～

緑
黒

B II b β

コア表面にわずかにマサ化が認められる。

割れ目では1cm程度の幅で軟質。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

肌
C II c γ

棒状コア、硬質。割れ目沿いで風化が認め

られる。優白質の岩脈を含む。

石
英
閃
緑
岩

青
黒～

灰
黒

B III b β

棒状コア。コアの連続性は良く、変質も少

ない。

青
白

B b β

417.05mでは、断層破砕帯と推測され、角礫

状部も存在する。

棒状コア。コアの連続性は良いが、コア全

体が酸化の影響で原岩の組織がわからない

ほど変質している。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩 肌～

黄
白

C

II

c δ

419.0～419.4mまで酸化しており、白褐色に

変色。コアは比較的硬質。
棒状コア。硬質でやや粗粒で花崗岩に近い

様相を示す箇所もある。

石英閃
緑岩

淡黒
～灰

B II b β

棒状コア、硬質。割れ目は少ないが、局所

的に割れ目に沿って肌色に変色し、やや軟

質になる。
421.6～421.9mでは、酸化し変色している。

白～

淡
青

B II b β

高角度の割れ目が入り、コア長は5～20cm程

度。コア表面はやや肌色に変色している。

白～

肌
C III γ

棒状コア。割れ目沿いは幅1cm程度粘土化し

ている。

淡
青～

肌
白

B II β

コア長5～20cm程度の棒状コア。割れ目沿い

は変質し、一部角礫状もしくは粘土状。コ

ア全体もやや軟質。

白～

肌
C III

c

γ

割れ目沿いに破砕し、角礫状～粘土状コア。

軟質で、上部では粘土状になりコアの外周

を示さない。

白～

茶
D V d δ

棒状コア。コア表面はわずかに変色し、割

れ目沿いでは変色が顕著。
白～
肌

C II c β

片状～角礫状コア。コア全体で原岩の組織

が認識できない程度に変質。粘土化してい

る箇所が多い。

肌～
黄土

D IV d δ
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454
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458

459
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464
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466
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468
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471

472

473

-269.08

-272.88

-275.58

-276.93

-278.18

-280.08

-281.73

-282.08

-282.88

-284.38

-289.43

-290.13

-297.48

-298.88

-299.88

-301.13

-301.88

-303.08

-306.28

-307.48

-309.68

432.20

436.00

438.70

440.05

441.30

443.20

444.85

445.20

446.00

447.50

452.55

453.25

460.60

462.00

463.00

464.25

465.00

466.20

469.40

470.60

472.80

Gn

GD

Gn

GD

QD

GD

QD

が認識できない程度に変質。粘土化してい

る箇所が多い。

肌
黄土

D IV d δ

割れ目を中心に、コア表面はマサ化が見ら

れる。割れ目は水平方向のものが多い。

白～

肌
C c γ

棒状コア。コアの連続性は良いが、表面の

マサ化が著しく、長石が認識し難い。

黄
土～

灰

D d δ

棒状コア。コア表面はマサ化なく硬質。割

れ目周辺は粘土化し、赤褐色に変質。

淡青
白～
肌

B

II

c β

微細割れ目多く、割れ目沿いでやや変質。

石英閃緑岩に近い様相を示す。

441.1mでは、20cm程度花崗閃緑岩を含んで

いる。

淡
青～

灰

B II b β

割れ目が多く入り、一部角礫状になる。

442.15m～442.4mでは、花崗閃緑岩を含んで

いる。

泥
質
片
麻
岩

淡
青～

淡
茶

C III c γ

棒状コア、比較的硬質。一部酸化し、角礫

状になる箇所がある。

淡青
白～
淡灰

B II b β

コア表面は、マサ化しており、粘土化して

いる部分もある。やや軟質。
白～
茶 D III c γ

棒状コア。硬質で風化は少ない。白～
淡青

B II b β

割れ目中心に広範囲に角礫化、もしくはマ

サ化。コア表面のマサ化が顕著。

茶～

黄
土

D IV γ

棒状コア。面構造はほぼ水平になる。割れ

目周辺では軟質になり、マサ化が顕著。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

B II

c

β

棒状コア。微細割れ目が網目状に入り、コ

ア表面は酸化している。
珪質片
麻岩

淡青
緑～
白

C II c γ

棒状コア、硬質。割れ目中心に変質の影響

が認められる。

454.8mでは、20cm程度の幅で角礫状。コア

表面は茶色で粘土化している。

456.5mでは、縦方向の割れ目が入り、コア

は片状。

457.20mでは、20cm程度の幅で角礫状。コア

表面は茶色で粘土化している。

459.6～460.3mでは、縦方向の割れ目が入り、

コアは片状。

白～

淡
肌

B II c β

1片5cm以下の角礫状コア。粘土状になり、

コアの外周が認められない箇所も有り。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

淡灰～

茶褐
D IV d δ

片状～角礫状コア。岩片の風化はあまり認

められない。
淡灰
～黒 C IV

15cm～25cm程度の棒状コア。2mm程度の石英

が観察される。面構造が強く、傾斜は20°

程度。

B II

b β

コア表面は、マサ化によりザラザラしてい

る。一部粘土化している。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

C IV c γ

主に角礫状コア。脆く、粘土状の箇所も多

い。

淡灰
～茶
褐

D IV d δ

コア表面は、酸化の影響で変色。有色鉱物

が少なく、やや優白質。

白～

淡
肌

C III c γ

棒状コア。コア表面に変質はあまり観察さ

れない。
白 B II b β

片状～角礫状コア。粘土化はあまりない。

割れ目付近では酸化し、変色。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

C IV c γ

石
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472.80
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495.25

499.75

502.20
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503.50
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507.00

508.05

508.90

510.45

512.05

512.85

514.25

QD

GD

QD

GD

QD

GD

QD

GD

Gr

GD

QD

GD

QD

GD

QD

GD

QD

AD

QD

棒状コア。20～30°の割れ目多く、石英脈

とぼほ平行。

石
英
閃
緑
岩

淡
灰
黒

B III b β

コアは硬質だが、連続性はあまりよくない。

割れ目周辺では変色している。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

淡
青～

白

B III b β

棒状～片状コア。割れ目は多いが、コア表

面の風化の影響は少ない。
石英閃
緑岩

淡灰
～灰
褐

C III c β

片状～角礫状コア。コア表面は変色し割れ

目が多い。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
黄

C IV c γ

細粒で優黒質の硬岩。閃緑岩～斑れい岩に

近い様相。
石英閃
緑岩

黒 A III b β

棒状コア。割れ目は多く、一部角礫状。石

英の含有量が多く、有色鉱物は少ない。

白～

淡
青

B III b β

片状コア。水平方向の割れ目が多く、コア

長は10cm以下のものが多い。一部角礫状に

なる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩 白～

淡
黄

C IV c γ

優黒質でやや軟質。面構造と割れ目は水平

～低角度方向。
石英閃
緑岩

灰
黒

C III c γ

棒状コア、比較的硬質。石英が多く、有色

鉱物は少ない。

粗粒花
崗閃緑
岩

淡青
～白 B II b β

489.7～490.25mでは、高角度の割れ目が入

り、泥質状で脆く、断層破砕帯と推測され

る。

中粒の花崗岩。コア表面は割れ目が多く軟

質で、指で潰せるくらい脆い箇所がある。

D III c γ

片状～粘土状コア。非常に脆く、粘土状の

箇所はコアの外周をなしていない。

中
粒
花
崗
岩

淡
肌～

白

E V d δ

石英が多く、比較的硬質。微細割れ目がや

や多い。

粗粒花
崗閃緑
岩

淡青～

白
B III b β

棒状コア。コアの連続性が良く、硬質。

496.65～497.0mでは、花崗閃緑岩を含んで

いる。
石
英
閃
緑
岩

灰
黒

B II b β

棒状コア、硬質。有色鉱物少なく、石英が

多い。やや変色の影響が認められる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

淡
青
白～

淡
肌

B II b β

棒状コア。一部で角礫状。下部では硬質に

なる。
石英閃
緑岩

淡灰
～暗
青

C III c γ

片状～角礫状コア。表面はマサ化している。灰～
白

D IV c γ

コア長10～15cm程度の棒状コア。長石が多

く、角閃石も含まれる。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
青

B III b β

コア長10～20cm程度の棒状コア。優黒質で

閃緑岩～斑れい岩に近い様相。花崗岩脈が

多い。

灰
黒

B III b β

角礫状～片状コア。破砕が著しく、コアは

外周をなしていない。

石
英
閃
緑
岩 灰黒

～茶
黒

D V d δ

棒状～片状コア。一部角礫状になる。微細

割れ目多く、やや軟質。
灰～
白肌

C III c γ

角礫状コア。コアは外周をなしておらず、

軟質。非常に脆い。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

灰～

白
D V d δ

硬質で割れ目周辺の変質も少ない。径0.5m

m程度で等粒状組織を示す。やや石英の含有

量が多い。

石
英
閃
緑
岩

淡灰
～白
～茶

B II b β

3mm程度の角閃石が特徴的に産する。上部層

と下部層とは遷移的に岩質が変化する。
角閃石
閃緑岩

黒～
暗緑

B II b β

コア長は25cm以下、割れ目が多くなる。コ

ア表面はやや硬質。

暗
青～

黒

III

片状～角礫状コア。1片は5cm程度。岩片の

風化や サ化 あま な
灰～
暗

B

IV

b β

石
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539.70

542.20
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547.50

554.30

554.80

QD

GD

Gr

GD

Gr

Gn

GD

QD

GD

ア表面はやや硬質。

～

黒

III

片状～角礫状コア。1片は5cm程度。岩片の

風化やマサ化はあまりない。
灰～
暗緑

B

IV

b β

棒状コア。局所的に破砕し、角礫状。基質

部と斑晶部に区分される箇所もある。

石
英
閃
緑
岩

暗
青～

灰
褐

C III c γ

コア表面はやや脆く、局所的に粘土状。51

7.6mでは断層破砕帯、基質と岩片に区分さ

れる。

淡
灰～

白

III c

棒状コア。一部微細割れ目が多く軟質。51

8.5～518.9mでは、破砕しており、粘土状に

なる。

淡
青～

灰
白

C

II

γ

片状～角礫状コア。粘土状の箇所が多く、

コアは外周をなしていない。非常に脆い。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩 灰

白～

淡
茶

D IV

d

δ

有色鉱物が少なく、細～中粒。苦鉄質包有

物を多く含み、ここでは破砕が顕著。

中
粒
花
崗
岩

淡
灰～

白

C III c γ

棒状～片状コア。コア表面は粘土化してい

る箇所が多く、非常に脆い。

粗粒花
崗閃緑
岩

淡白
～淡
茶

D III d δ

コア表面は変質しており、花崗閃緑岩と混

合した様相を示す。525.3mでは断層破砕帯。

中
粒
花
崗
岩

淡灰白～

茶褐
C III c γ

棒状コア、比較的硬質。局所的に微細割れ

目が多く、表面はややザラザラしている。

珪
質
片
麻
岩

淡
灰
白～

白

B III b γ

棒状コア、一部片状。全体的に硬質である

が、一部で弱い変質が見られ、変色してい

る。

531.6～531.8mでは、微細割れ目が多く入り、

コア表面は茶色に変色している。

533.5mでは、10cm程度の石英閃緑岩の岩脈

が認められる。
533.7mでは、30cm程度の石英閃緑岩の岩脈

が認められ、岩脈内部に石英脈が注入して

いる。

淡
肌～

白

III

棒状コア。コアの連続性が良い。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～

淡
灰

B

II

b β

棒状コア。コアの連続性は比較的良く、変

質も少ない。細粒で優黒質である。
B II β

片状～角礫状コア。割れ目は多いが、岩片

の変質は少ない。石英脈を多く含む。

石
英
閃
緑
岩

灰
黒

C IV

b

γ

棒状コア。変質は少なく、コアの連続性も

良い。面構造が弱い。
B II b β

棒状コア。非常に硬質。割れ目の風化もな

い。

白～

淡
青

A I a α

コア長5～15cm程度の棒状コア。コア表面は

やや酸化しているが、硬質。

白～

淡
肌

III

片状コア。高角度の割れ目多い。岩片の変

質は少ない。

白～

淡
青

B

II

b β

片状～角礫状コア。マサ化しており、粘土

状の箇所も有り。

淡肌
～茶
褐

D IV c γ
粗
粒
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556.4mでは、10cm程度破砕しており、軟質。

棒状コア。コアの連続性は良く、硬質。割

れ目の風化もあまりない。
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棒状コア。60°程度の割れ目が多くなる。

コア表面はわずかに酸化している。
B II b β

565.3～565.4mでは、有色鉱物(黒雲母・角

閃石)が、脈状に濃集している。

棒状コア。コアの連続性は良く、非常に硬

質。
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質は少ない。
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棒状コア、硬質。上端部では、やや片状。B II b
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やザラザラしている。
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